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研究成果の概要（和文）：近代デザインは問題を特定し解決することで社会的役割を果たしてきた。しかし現代
社会が直面する課題群は複雑で予測不可能なため、直接的な解決策の提案は必ずしも良い結果を生むとは限らな
い。高まる社会の複雑さに対応できないというデザインが抱える限界を乗り越えるため、本研究では人だけでな
く機械や組織などの人工物や動植物も「アクター(関与者)」と捉えそれらの認識や行為、相互作用を分析する、
アクターネットワークセオリーをデザイン理論に導入することを試みた。試験的実践と検証により、人工物や動
植物を協働デザインのアクターとして捉えるデザインの枠組を明らかにした。同時に、脱人間中心主義的デザイ
ンの基礎理論を示した。

研究成果の概要（英文）：Modern design has played a social role in identifying and solving problems. 
However, as the set of challenges facing modern society is complex and unpredictable, proposing 
direct solutions does not always produce positive results. In order to overcome the limitations of 
design in not being able to respond to the increasing complexity of society, this study attempted to
 introduce the Actor-Network Theory into design theory. This theory considers not only people but 
also machines, organisations and other artefacts, animals and plants as 'actors' and analyses their 
perceptions, actions and interactions. The pilot practice and verification phases yielded a design 
framework that considers artifacts, animals and plants as actors in collaborative design. 
Concurrently, a basic theory of post human centered design was presented.

研究分野：デザイン学

キーワード： ポスト・ヒューマンセンタードデザイン　拡張ステークホルダー　モアザン・ヒューマン　アクターネ
ットワークセオリー　協働デザイン　メタデザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
複雑かつ予測不能な社会を前提にデザイン論や方法論を更新することは、今後もデザイン学の知を社会に還元し
ていくための基礎研究として必要不可欠である。本研究は、これまでデザインが依拠してきたユーザーを中心と
し限定的な関係を扱う視座から、人工物や動植物を含めたより関係的な視点に基づく理論を構築することに貢献
し、特に日本においては議論の遅れが指摘されてきた、拡張ステークホルダーや脱人間中心主義的な観点に基づ
く実践検証および理論構築が行えたことは意義がある。更に、本研究に関係する研究者はデザイン教育や実務に
も携わっており、本研究の成果に基づき教育やデザインの現場での更なる展開が行われる予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）現代デザインが直面する課題 
現代デザインは、現代社会が直面する課題の特質である複雑かつ予測不可能な性質を十分に扱
うことができていない。近代以降のデザインの発展において、その方法は「特定の原因を仮定
しそれを解決する」という単純で要素還元的な方法に則っていると指摘できる。しかし、ウル
リヒ・ベックやアンソニー・ギデンズが「再帰的近代」という概念を使い指摘するように
（Beck & Giddens,1994）、現代社会が抱える問題は多様な社会技術的要因の複雑な相互関係の
うちに生じているため、問題に直線的に紐づけられる特定の原因を突き止めることができず、
社会の変化も予測不可能である。そうした状況のもと顕在化する精神的、環境的、社会的な課
題群に対してデザインはその根本にアプローチすることができていない。 
（２）社会を関係的に捉える人類学的視座が持つ可能性 
そうしたデザイン方法の硬直化に対して、複雑な事象を把握しアプローチするためのデザイン
方法とそれを支える理論構築が急務であり、特に 2000 年以降、ソーシャルイノベーションの
ためのデザイン（Manzini, 2015）やオープンデザイン、サービスデザインと呼ばれる、これ
までデザイナーとは見なされていなかった多くのステイクホルダーをデザインプロセスへと招
き入れる方法が模索されてきた。同時に、文化人類学の分野では、人間だけではなく、機械、
法制度、組織などの人工物、自然環境といったモノも「アクター(関与者)」と捉え分析を行う、
アクターネットワークセオリー[ANT]（Latour,1987）に 1980 年代後半以降注目が集まってき
た。ANT は、ブルーノ・ラトゥール、 ミッシェル・カロン、ジョン・ロウらにより提唱され、
科学技術の成立過程を社会科学的に分析するために広まった社会理論である。ネットワークを
固定的ではなく、アクター同士の交渉や相互作用によって変化する有機的なものとして捉え分
析することを得意とし、アクターの認識と行為、アクター間の相互作用、ネットワーク全体が
もたらすもの、それらすべてを社会的文脈の中で記述していく。さらに、ANT が行うモノや動
植物といったノンヒューマンをも含んだ関係的な社会的分析は、要素還元的な方法による現代
デザインの限界を乗り越えるために重要な観点と方法を与えてくれる。つまり、ANTはこれま
でデザインが依拠してきた人間中心性への疑義を喚起し、より広範なアクターを考慮した脱人
間中心的なデザイン理論の展開を要求することになる。 
 
２．研究の目的 
（１）ANTのデザインリサーチへの応用 
ANT に基づいた分析をデザインリサーチに導入することで、複雑な生活環境や社会課題に、
モノや動植物を含めたアクターがどのように関与しているのかを可視化し把握することが可能
とする。そうしたデザインリサーチ方法を明らかにすることで、因果関係が不明瞭で複雑な現
代において、どのようなデザイン方法が有効であるのか、その端緒を示すことを目的とした。
同時に、ANT は本来、サイエンス・スタディーズの分野から発展したこともあり、デザイン方
法論に導入し展開するためにはやや抽象度が高い。そのため、実践的な検証を介してデザイン
の文脈から ANTを再解釈することも求められた。 
（２）脱人間中心デザイン理論に基づいた実践と検証 
人間とモノを等価に扱う ANT をデザインに導入することはおのずから「人間中心主義的」な
デザイン観から脱する必要性にも迫られる。拡張されたアクターの相互関係を前提にした脱人
間主義の観点に基づいたデザイン理論を作り上げるのと同時に、仮説的な理論に基づきデザイ
ン実践を計画実行し、検証を経て、再度理論化する循環的なプロセスを経ることで、脱人間中
心主義的なデザイン理論とそれに基づいた方法論構築や実践を一貫して把握することを目的と
し研究を推進した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の通り、基礎理論の構築、ケーススタディの分析、そして実験的プロジェクト
の実施検証へと、段階的に進められた。 
（１）ANTをデザインリサーチへと接続するための理論研究やケーススタディ 
 ANT や脱人間中心主義に関係する研究を行う人類学者や社会学者、哲学者などから幅広く意
見を聞く機会を重ねた。併せて、デザイン学での隣接領域である、サービスデザインや協働デ
ザインについても研究会を開催し研究を深めた。同時に、関連するであろうデザイン実践のケ
ーススタディを行い、具体的な試験的実践へ向けて検討を重ねた。その過程で明らかとなって
きたことを学会等で発表し、フィードバックを得た。これらにより、ANT とデザインリサーチ
とを接続させるための基礎的理論やその方法などを検討した。 
（２）地域におけるデザインプロジェクトの分析 
 脱人間中心的視座に基づくデザイン理論を構築すると同時に、デザイン実践を介した検証を
行うために、既存のデザインプロジェクトを取り上げ詳細な検証を行った。検証事例は「竹の
伐採による河岸整備」（愛知県犬山市栗栖地区）を取り上げた。 
（３）地域における実験的プロジェクトの計画と実施、検証 



実践を介した検証を行うため、「市井のプロダクト：タイルジュエリー」（高知県佐川町）を計
画、実施し、その過程を分析評価した。 
いずれも、分析にあたってはモノをインタヴュー調査に参加させる手法である「アーティファ
クト指向型調査」を開発し導入した。ヴィジュアル（写真資料）、オブジェクト（制作過程で生
み出され使用されたモノ資料）、テキスト（当時使用した日誌やメモなどの文字資料）をそのモ
ノの生成に関わった本人に提示し、そのモノを介してインタビューを行う手法である。それに
より、プロジェクトが時系列に沿ってどのように展開したのか、その際にどのような出来事が
起こり、どのような気持ちであったのか、そこでのモノや動植物はプロジェクトの展開ととも
に変化する参加者間の相互影響関係にどう関わったのかを把握した。 
 
４．研究成果 
（１）脱人間中心主義的デザイン理論の段階的構築 
ANT のデザインリサーチへの接続方法および、脱人間中心主義的デザインの観点を深め、国内
での議論を活性化するために、以下のデザイン関連学会シンポジウム（日本デザイン学会、道
具学会、意匠学会、芸術工学会、基礎デザイン学会による連合組織）やユネスコ創造都市ネッ
トワーク国際ラウンドテーブル等で発表し、国内外のデザイン学コミュニティにおいて議論を
行った。 
・『人間中心主義的視座を超えて』、2019 年度デザイン関連学会シンポジウム、2019 年 11 月 
・“Potential of design processes in the complex society”,UNESCO 2019 Wuhan Creative Cities 
Roundtable Conferencez.2019年 11月 ・『デザインプロセスにみる豊かさ』、2022 年度デザイン
関連学会シンポジウム、2022 年 10 月 ・『ソーシャルデザインの方法論深化に向けて - 複雑な
社会関係と相互影響の視点から』、2023 年度関連学会シンポジウム、2023 年 9 月 
（２）非人間（植物）のアクターがプロジェクトへ与えた影響への評価 
ケーススタディとして、愛知県犬山市栗栖地区において、地域住民が主体となり展開されて
きた、竹の伐採を中心としたコミュニティデベロップメント（図１）を取り上げ、詳細な分析
を行った。この事例は、河岸に繁茂してしまった竹林を伐採整備し、かつて景勝地でもあった
河岸の風景を取り戻すための活動である。その過程で地域住民をはじめとした様々な人が整備
に関わり、地域での派生的なイベントや活動も
生まれている。これまでの活動で中心的なメン
バーである地域住民２名、行政職員２名を取り
上げ調査を行った。（図２）本事例は、より多
様な主体による協働が実現され、プロジェクト
の持続性と参加者の自立性を獲得した事例であ
る。動的な非人間のアクターである竹がプロセ
ス展開へ与えた影響に注目し検証を行った。 
調査の結果、状況変化に対してレスポンシブ
な形で進められる「ライプロジェクト化」と、
プロジェクトが自らの人生の重要な一部とな
り、自らの生き方と密接に関わり、活動そのも
のが目的化しているような状態となる「ライブ
プロジェクト化」が、変容する環境・モノと人
との相互関係のうちに展開されていることが明
らかとなった。（図３）とりわけ竹や竹林、
岩、河岸の風景などが「ライプロジェクト化・
ライブプロジェクト化」を促すアクターとして
見出された。それらは、バウンダリー・オブジ
ェクト(Star 1989)としての側面を有しており、
異なる解釈を緩やかに繋ぐ柔軟さを持つと同時
に、プロジェクトを進行させるには充分に堅
牢な存在である。 
これまでデザインの定石であった、課題を特
定し、期間を定め、明確なゴールを計画し、
実行するといった「因果関係に基づいたプラ
ンニング」では対応しきれない地域における
状況に対して、非人間のアクターが関わるこ
とで、より漸進的で探索的であるような、デ
ザインプロセスに非計画性が迎え入れられて
いることが明らかとなった。それにより、脱
人間中心的デザインを構築するうえでの重要
な観点と理論的側面を得ることができた。 
本事例検証成果は “How ‘Life-Projects’ and 

‘Live-Projects’ Ensure Sustainability and Autonomy of Co-design Community Development”,IASDR 2021
（Congress of International Association of Societies of Design Research）, 2022年 11月で発表した。 

図 1. 竹林整備活動により姿を変えた竹林と河岸 

図 3. 視覚化による構造分析：竹の伐採による河岸整備 

図 2. アーティファクト指向型調査によるインタビュー実施 



（３）コ・アクターとしてのモノ（モックアップ）の位置付け 
ANT を援用した脱人間中心デザイン理論の構築と方法論への展開に向けて、デザインプロジェ
クトを計画実施し、そのプロセスを評価分析した。本プロジェクトでは、主に瓦職人とデザイ
ナーとの協働によるプロダクト開発であり、最終的に瓦素材によるジュエリー（ネックレス、
指輪、ブレスレット、バッチ）を開発した。あらかじめ最終的な制作物を決定せず、職人とデ
ザイナーとが対等な立場で、アイデア構想から最終的なプロダクト見本の制作までのプロセス
を共にした実験的なデザインプロジェクトで
ある。（図４）主な参加者として、瓦職人１
名、プロダクトデザインユニットのデザイナ
ー２名、プロジェクトマネジメントや制作補
助を行ったアシスタント１名を取り上げ、調
査を行った。（図５）それにより、デザイン
プロセスの過程で関わるモノがコ・ファシリ
テーターとして働き、参加者間の違いや誤解
を架橋しているフレームワークが明らかとな
った。（図６） 
既往のメタデザイン研究やコ・デザイン手
法の導入のために開発されてきたツールの多
くが持つ傾向として、モノへの着目はデザイ
ン開発の初期段階に集中しており、そこで
は、思考を補助する付属的位置として扱われ
ている。そして、概して立場や習慣を異にす
る参加者同士の意見を集約し、合意形成する
ことがその役割として期待されている。必然
的にそこでのモノの意味は単一であり明瞭で
あることが求められる。いわば効率的に合意
形成を行い、結果として参加者同士の強い結
束を促すことが志向されているといえる。そ
うしたこれまでの観点に対して、デザイン開
発の後期段階に着目した本事例検証で明らか
となったコ・デザインプロセスにおけるモノ
は、付属的位置づけではなく、デザイン開発
や最終的な製造に直結する。そして、多様な
立場の参加者の合意されない観点を柔軟に架
橋する役割を担うことができる。そこでのモ
ノが示す意味は曖昧で多様であり、合意による意味の固定へと向かうのではなく、あえて違い
を違いとして保留することで、モノはそれぞれの個々人に探索を促す存在としてプロセスのな
かに位置付けられる。本検証により、デザインプロセスにおける従来の人間中心的なモノ解釈
から離れ、拡張されたステークホルダーの協働によるデザインへむけたフレークを得ることが
できた。 
本事例検証成果は “Enabling metadesign through an exploration of misinterpretation: Design process 

verification focusing on the role of objects in the actual production process”, Journal of Writing in Creative 
Practice,vol.15, p49-72, 2022年 10月で発表した。 
（４）システミックデザインへの接続 
上記の事例検証により、ANT を援用し脱人間中心的視座に基づくデザイン理論の構築に向けた
基礎的フレークを明らかにすることができた。最終年度には、これまでの研究経過を振り返る
と同時に、アクターネットワークセオリーをデザイン実践へと接続するための具体的な方法論
展開へと向けて、システミックデザインに着目しその有効性の検討を行った。その経過を以下
の招待公演等で発表し、今後更に国内で議論を行うための素地を創出した。 
・『Systemic Design, 複雑な社会問題に対するデザインアプローチとは』、Tama Design University、
2023年 6月 ・『システミックデザインの基礎理解と欧州の動向』、Systemic Design Seminar for 
Sustainability、2023 年 6 月 ・『システミック・トランジションの時間尺度』、Directions 2024: 
Re-negotiating time、2024 年 3 月 
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図 4.「タイルジュエリー」プロジェクト概要 

図 5. アーティファクト指向型調査によるインタビュー実施 

図 6. 視覚化による構造分析：タイルジュエリー 
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